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「薬剤あり」の症例の方が平均在院日数

が長く、１入院あたりのコストが少ない。

診調組 Ｄ－１－３

２２．０５．１９

「薬剤あり」の症例の方が、平均在院日数が短い上

に、１入院あたりのコストがかかっている
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図１　薬剤あり症例数10以上のみ表示
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図２－Ⅰ　薬剤有り症例数10以上のみ表示
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診断群分類毎の分析結果（パターンⅠのみ）（10症例以上）
Y軸 １入院当たり平均医療資源投入量の比（薬剤あり/薬剤無し）

3



図２－Ⅱ　薬剤あり症例数10以上のみ表示
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診断群分類毎の分析結果（パターンⅡのみ）（10症例以上）
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